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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

第１四半期連結
累計期間

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

売上高 （千円） 5,748,596

経常利益 （千円） 932,164

四半期純利益 （千円） 604,850

四半期包括利益 （千円） 583,433

純資産額 （千円） 13,756,740

総資産額 （千円） 23,673,839

１株当たり四半期純利益金額 （円） 125.09

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 （円） －

自己資本比率 （％） 56.9

（注）１．当社は、当第１四半期連結会計期間から四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前第１四半期連結累

計期間及び前連結会計年度の主要な経営指標等については記載しておりません。

２．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標の推移については記載し

ておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

なお、当第１四半期連結会計期間より、Vietnam Rare Elements Chemical Joint Stock Company及び穂華（上海）

貿易有限公司の重要性が増したため、連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

 当第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年６月30日）における世界経済は、米国では企業業績や

雇用環境、個人消費の改善が進み、欧州においてもデフレの懸念があるものの景気は持ち直しの動きが続いている

など総じて緩やかな景気回復に向かいました。日本経済については、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要による

影響があったものの、個人消費の大幅な落ち込みはみられず、堅調な株価や為替水準の安定などにより、緩やかな

回復傾向が続きました。

　当社グループの主要顧客であります自動車業界では、債務危機の影響が残る欧州地域では減少傾向にあるもの

の、中国を中心とするアジア地域、中南米地域、中東アフリカ地域では生産、販売台数ともに好調であり、北米地

域についても引き続き堅調に推移しました。それらの影響により、当社グループの販売においても数量は堅調に推

移しました。

　一方、主要原料の一つであるレアアースに関しましては、過去の価格暴騰の影響により各分野で省資源化が進

み、需要が減少したために価格の下落が続いておりましたが、磁石や触媒用途などの需要が回復したことにより、

品種によっては価格が反転する動きもありました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高5,748百万円、営業利益960百万円、経常利益932百

万円、四半期純利益604百万円となりました。

　なお、当第１四半期連結会計期間から四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同期との比較分析は

行っておりません。

(2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は23,673百万円となりました。主な内訳は、現金及び預金4,063百

万円、受取手形及び売掛金4,411百万円、有形固定資産7,234百万円であります。

　負債につきましては、9,917百万円となりました。主な内訳は、短期借入金2,200百万円、１年内返済予定の長期

借入金2,194百万円、長期借入金3,279百万円であります。

　純資産につきましては、13,756百万円となりました。主な内訳は、利益剰余金11,290百万円であります。

　なお、当第１四半期連結会計期間から四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前連結会計年度末との比較

分析は行っておりません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は193百万円であります。なお、当第１四

半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,520,000

計 19,520,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,880,000 4,880,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 4,880,000 4,880,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高

（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 4,880,000 － 787,100 － 1,194,589

 

（６）【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができません。よって、直前の基準日である平成26年３月31日現在の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

　議決権制限株式（その他） － － －

　完全議決権株式（自己株式等）
 （自己保有株式）

 普通株式    44,600
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,834,300 48,343 －

　単元未満株式 普通株式     1,100 － －

　発行済株式総数 4,880,000 － －

　総株主の議決権 － 48,343 －

（注）「単元未満株式」には当社所有の自己株式76株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有株

式数(株)

他人名義所有株

式数(株)

所有株式数の合

計(株)

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合(％)

第一稀元素化学工業

株式会社

大阪市住之江区平

林南1丁目6番38号
44,600 － 44,600 0.91

計 － 44,600 － 44,600 0.91

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当社は当第１四半期連結会計期間より、四半期連結財務諸表を作成しているため、比較情報は記載しており

ません。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

 （単位：千円）

 
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 4,063,104

受取手形及び売掛金 4,411,459

有価証券 200,000

製品 2,435,292

仕掛品 1,566,969

原材料及び貯蔵品 1,412,063

繰延税金資産 297,499

その他 975,049

流動資産合計 15,361,438

固定資産  

有形固定資産  

建物及び構築物（純額） 2,237,490

機械装置及び運搬具（純額） 2,354,840

土地 1,484,243

その他（純額） 1,157,434

有形固定資産合計 7,234,008

無形固定資産 118,832

投資その他の資産 959,560

固定資産合計 8,312,401

資産合計 23,673,839

負債の部  

流動負債  

支払手形及び買掛金 1,118,308

短期借入金 2,200,000

1年内返済予定の長期借入金 2,194,832

未払法人税等 39,811

賞与引当金 195,948

その他 704,079

流動負債合計 6,452,978

固定負債  

長期借入金 3,279,139

退職給付に係る負債 383

資産除去債務 33,408

その他 151,189

固定負債合計 3,464,120

負債合計 9,917,099

純資産の部  

株主資本  

資本金 787,100

資本剰余金 1,216,649

利益剰余金 11,290,533

自己株式 △82,904

株主資本合計 13,211,379

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金 128,387

為替換算調整勘定 113,989

退職給付に係る調整累計額 6,377

その他の包括利益累計額合計 248,754

少数株主持分 296,606

純資産合計 13,756,740

負債純資産合計 23,673,839
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 5,748,596

売上原価 4,126,519

売上総利益 1,622,077

販売費及び一般管理費 661,377

営業利益 960,699

営業外収益  

受取利息 2,765

受取配当金 5,173

助成金収入 8,798

その他 8,836

営業外収益合計 25,573

営業外費用  

支払利息 18,828

為替差損 35,018

その他 261

営業外費用合計 54,108

経常利益 932,164

特別損失  

固定資産除却損 23

特別損失合計 23

税金等調整前四半期純利益 932,141

法人税、住民税及び事業税 30,786

法人税等調整額 303,223

法人税等合計 334,010

少数株主損益調整前四半期純利益 598,131

少数株主損失（△） △6,719

四半期純利益 604,850
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 598,131

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 6,670

為替換算調整勘定 △16,417

退職給付に係る調整額 △4,951

その他の包括利益合計 △14,698

四半期包括利益 583,433

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 596,441

少数株主に係る四半期包括利益 △13,008
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(1)連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間より、Vietnam Rare Elements Chemical Joint Stock Company及び穂華（上海）

貿易有限公司の重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 

(2)持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　当社は、「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基

準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月

17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本

文に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を

見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更並びに割引率の決定方法を

割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法

から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ

変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第

１四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰

余金に加減しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る資産が9,010千円増加し、退職給付に係る負

債が114,086千円減少するとともに、利益剰余金が111,766千円増加しております。なお、当第１四半期連結累

計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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（追加情報）

（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

当社は、当第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しております。四半期連結財務諸表作

成のための基本となる重要な事項は以下のとおりであります。

１.連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 ２社

連結子会社の名称 Vietnam Rare Elements Chemical Joint Stock Company、穂華（上海）貿易有限公司

２.持分法の適用に関する事項

持分法を適用しない関連会社の名称

(株)アイ・ディ・ユー

持分法を適用しない理由

持分法を適用していない関連会社は、四半期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う

額）等からみて、持分法の対象から除いても四半期連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体

としても重要性がないため持分法の適用範囲から除外しております。

３.連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社であるVietnam Rare Elements Chemical Joint Stock Company及び穂華（上海）貿易有限公

司の決算日は12月31日であります。

四半期連結財務諸表の作成に当たっては、同社の当第１四半期累計期間（自 平成26年１月１日 至 平

成26年３月31日）の四半期財務諸表を使用しております。

ただし、４月１日から四半期連結決算日６月30日までの期間に発生した重要な取引については、連結上

必要な調整を行っております。

４.会計処理基準に関する事項

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定）を採用しております。

時価のないもの

移動平均法による原価法を採用しております。

②たな卸資産

当社は、総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法により算定）を採用しております。

（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産

当社は定率法を、また、在外連結子会社は定額法を採用しております。

（ただし、当社は平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）は定額法によってお

ります。）

②無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（３～５年）に基づいて

おります。

③長期前払費用

定額法を採用しております。
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（3）重要な引当金の計上基準

①貸倒引当金

売上債権等の貸倒損失に備えるため、当社は一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。また在

外連結子会社は主として特定の債権について回収不能見込額を計上しております。

なお、当四半期連結会計期間末において回収不能見込額はないため、貸倒引当金は計上しており

ません。

②賞与引当金

当社は従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額の当四半期連結累計期間負

担額を計上しております。

（4）退職給付に係る会計処理の方法

①退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定に当たり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法

については、給付算定式基準によっております。

②数理計算上の差異の処理方法

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内

の一定の年数（５年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理

しております。

③小規模企業等における簡便法の採用

一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る四半期連

結会計期間末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

（5）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、四半期連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益

として処理しております。なお、在外子会社の資産及び負債は、四半期決算日の直物為替相場により

円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、為替差額は純資産の部における為

替換算調整勘定及び少数株主持分に含めて計上しております。

（6）重要なヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法

金利スワップについて特例処理の条件を満たしているため、特例処理を採用しております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段…金利スワップ

ヘッジ対象…借入金

③ヘッジ方針

金利変動のリスクヘッジを目的として行っており、一定の範囲内で利用することを基本方針とし

ております。

④ヘッジ有効性評価の方法

金利スワップは特例処理の適用要件を満たしているため、有効性の評価を省略しております。

（7）四半期連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少な

リスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

（8）その他四半期連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費は次のとおりであります。

 

当第１四半期連結累計期間

（自　平成26年４月１日

至　平成26年６月30日）

　減価償却費 251,807千円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 72,529 15.00 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、化学工業製品の製造及び販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 125円09銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 604,850

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 604,850

普通株式の期中平均株式数（株） 4,835,324

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月８日

第一稀元素化学工業株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　由 佳　　 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 入 山　友 作　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一稀元素化学

工業株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１

日から平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、第一稀元素化学工業株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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